
利用目標

25人／１日

利用実績

23.0人／１日

対前年比（％）

101.3%92.0%

対目標比（％）

28,831,349

（特記事項）

事業収支
（単位：円）

損益 0 15,220,313

計 43,563,000 計

2,970,000

項目

計 0

市の収支

指定管理納付金 2,970,000

平成29年度決算年度計画額 収支実績額

指定管理納付金

予備費 12,941,000

収入
（歳入）

自立支援給付費収入

項目 金額

その他収入

事務費

平成28年度決算

金額 項目 金額

計 2,970,000

指定管理者収支（平成29年度）

事業費　 2,348,000 事業費　

37,000

項目 金額

43,526,000 自立支援給付費収入

31,820

支出
（歳出）

44,019,842

計 43,563,000 計

予備費 0

指定管理納付金

障害者総合支援法に基づく就労継続支援Ｂ型事業所としての業務および建物の維持管理業務

　利用料金制の導入 　あり　　利用料金制（独立採算）

　施設の利用状況

利用区分等

利用（通所）者数

（特記事項）
　　上記の法に基づく支援を受けるための手続きを、行政・関係機関で行ってから利用者（通所者）となる。

2,163,273

2,970,000

人件費 21,411,732

計44,051,662

2,257,144

事務費

人件費

その他収入

差引 2,970,000

平成29年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 松本市障がい者就労センターはた
所管課

TEL
障害福祉課
34-3212

　所在地 松本市波田６８００番地１ 設置年月 平成２２年３月

　施設設置目的
就労することが困難な在宅の障害者を対象に、生産活動、生活指導等を行い、社会生活への適応
や就労意欲の養成等を図ることで、自立支援を推進することを目的に設置したもの

　施設概要・設備 松本市波田保健福祉センター（平成９年整備、ＲＣ平屋、複合施設）内に設置　床面積：453.00㎡

　指定管理者名（選定方式） 社会福祉法人　松本市社会福祉協議会（特命）

　指定期間 平成２７年４月１日～平成３２年３月３１日

　指定管理者の
　主な業務

差引 2,970,000

2,999,200

22,838,000

2,433,000

計 0

3,003,000 指定管理納付金



2　市（所管課）による評価

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

点 24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

点 40
事業報告及び決算

経済性

6

環境への配慮

経費節減・業務効率化

セルフモニタリング

備品等の維持管理

地域との連携

苦情・要望等への対応

施
設
の
運
営

14項目

34　点

事業計画書どおりの事業を実施しており、問題となる点は見当たらない。

協力団体と連携を取りながら奉仕活動を実施したが、地域活動等の情報収集が乏しく、周辺施設との連携はあまりされていなかった。

苦情対応は迅速に行われた。利用者ニーズを把握するためにアンケート調査を３回実施し、業務改善を図っている。

報告から適切にセルフモニタリングが行われていることが確認でき、問題はない。

ゴミの分別を徹底しており、節電等の省エネ対策も積極的に取り組んでいる。

事業計画基づき、遇接客研修が行われており、障害者、子ども、高齢者の利用に問題はない。

3

B

B

B

63

４社で共同企業体を構成しており、いずれの決算報告書からも経営状況に問題となる点は見当たらない。

それぞれ異業種の企業集団で構成されており、運営体制も連携がとられている。

備品貸出簿が整備されており、備品等の過不足はなく、問題はない。

定期的に点検が実施されている。また、必要に応じ修繕等を実施しており、備品の性能が確保されている。

広告宣伝、企画運営、ＨＰの作成、により広く情報を提供し、施設の利用促進に関し高く評価できる。

飲食の移動販売、夏休み期間の各種イベント等、利用者サービスを目的とした自主事業や企画が多く実施され、高く評価できる。

利用者の利便性を図るために、営業時間や休場日を変更するなど、効率のよい運営に努めている。

利用者ニーズに対応した営業時間の設定等の工夫が見られ、事業計画書に基づき適切に事業が実施されており、問題はない。

構成企業がそれぞれの専門的技術（土木、電気、建物管理等）を活かし、自らが施設修繕等を実施することで、経費の縮減を図っている。

事業計画書に基づき適切に行われており、特にコースター運行上の安全対策では、独自の取り組みが行われ、高く評価できる。

日常の巡回、清掃等が適切に行われており、管理区域、業務範囲について的確に把握されており、問題はない。

評価の根拠

屋外施設のため避難経路を確保する必要はないが、施設内は整然と管理され避難時の支障はない。

個人情報保護方針を文書化し、適用対象者にＨＰ等により周知している。

個人情報保護と同様の扱いとし、業務従事者への教育が徹底されている。

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

 　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

Ａ

評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

（０．５）

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準

（１．０）

Ｂ

Ｃ

（０．７） 小計事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。

事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

Ｄ 不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。（０．０）

B

評価

B

所長、副所長、管理スタッフは、施設の管理運営、維持管理作業の経験者であり、指揮系統、責任権限も明確になっている。

勤務表で確認したところ、業務従事者の適正な労働条件は確保されている。

事業計画に基づき、接遇接客研修、安全講習を計画的に行っており、アンケート調査での市民からの意見は良好である。

設置目的、管理運営業務を的確に理解した事業計画となっており、適切に計画が履行されている。

経理担当が本施設専用の会計帳簿により、経理の管理をしており、情報公開、監査請求に対処できる内容となっている。

本施設のＨＰを立ち上げるなど、積極的に施設の情報提供などに活用している。

施設、備品について日常点検、整備業務の内容が日報管理されており、管理基準を満たしている。

実績報告書及び事業報告も適切に作成され、期限までに提出されており、問題はない。

緊急時の対策として安全講習が行われており、緊急時対応が業務従事者に徹底されており、問題はない。

多彩な自主事業が実施され、対象年齢が幅広く、利用者も限定されていない。

安全確保に関する研修が計画的に実施がされ、マニュアルも整備されており、従事者への教育が徹底されている。

関係機関への連絡及び事故状況の把握、記録、市への連絡と報告書の作成まで、一連で緊急連絡網が作成されており、問題はない。

勤務表及び日報で確認したところ、人員配置、シフト体制、勤務時間ともに問題なく、管理運営上は適切である。

管理運営方針、管理運営業務の内容及び管理基準に適合した事業計画どおり実施されており、問題は見られない。

大項目

適切な管理運営

団体の概要

管
理
能
力

B

B
B
B
B

2

中項目

団体の経営状況は良好か。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか。

配点

2

公平な利用許可、法令を遵守した管理、個人情報の保護等に留意した適切な対応がされており、問題は見られない。

報告書類も適切に作成され、緊急時の連絡等も密に行われるなど、責任を持って管理運営に携わっている。

B

施設管理のマニュアルに基づき、施設の施錠については徹底が図られており、問題はない。

公平性が確保されており、アンケートからも問題は見られない。

専用の会計帳簿により適切に利用料金の収受、管理経費の収支をスタッフ３名で管理しており、問題は見られない。

B

B

労働関係法令等を遵守した労務管理規程等を整備し、業務従事者の適正な労働条件を確保しているか。

職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか。

B

B
B
B

B

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか。

2 B

24項目

施設や附属設備の保守点検作業は、必要な基準や仕様を満たしているか。

業務報告や事業報告が適切に作成されているか。

2

利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか。

避難経路が確保されており、避難時に支障をきたす障害物はないか。

適切な組織・体制

個人情報等の具体的管理方法（書類・電子データ等）においてセキュリティ対策を講じているか。

経理及び
事務処理等

安全管理

緊急時対応
事故や災害時等緊急時の連絡体制が十分に整備されているか。

3

50

3

B
B
B

3

B

B
B
B

利用者サービス

障害者等への配慮

施設の利用促進に努めているか。利用の促進

秘密の保護

業務内容

2

B

3

1

B個人情報保護

B
B

B
B

事業計画書どおりの経費節減や業務効率化が実行されているか。

1

2

3

2

3

2

3

B

市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解した管理はされているか。

市が示す施設運営方針や管理の基準等に適合しているか。

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか。

安全対策は明確で、職員の教育・訓練の実施はされているか。

2市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか。

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか。

経理帳簿や台帳等を整備し、情報公開や監査請求に適切に対処できるか。

必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用できるか。

職員体制や配置人員は適切であるか。

2

2

評　価　項　目

3

利用者アンケートが適切に実施されており、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか。

セルフモニタリングが適切に行われているか。

省エネ等環境負荷の軽減や周辺環境に配慮するとともに、廃棄物は適切に処理されているか。

3

3

2

職員が業務上知り得た秘密について漏洩防止対策を講じているか。

業務について処理・対応が適切に行われているか。

2

2

4

支出総額は事業計画書の範囲内であるか。

利用者サービスの向上に努めているか。

1

2

2

2

管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握されているか。

公共の仕事という倫理性や法令遵守について認識し、対応しているか。

2

1

2
市民の平等利用

3

3事業の内容や施設の有効利用に創意工夫がされているか。

年間の事業量が適切に実行されているか。

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇が行われていないか。

事業計画書どおり、収入が確保できたか。（無料施設では、利用者を確保できたか） 事業計画書どおりの事業を実施しているが、コースターの利用料金収入が計画を大幅に上回った。

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか。

B
B

施錠、警備体制等は適切であるか。

障害者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか。

引き渡した備品等に過不足はないか。

引き渡した備品等はその機能が失われていないか。

2

1

B

職員研修・人材育成

2

B

B
B

B



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

判断結果

「要改善」
※「不可」

評価

※「不可」の場合、指定管理者の取り消しの処分を含め

合計点数

70

45点以上60点未満
45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

60点以上75点未満
「良好」

適　正

別紙のとおり

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

早急な改善対応を検討する必要がある。

配点

Ｂ

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

利用者からの意見
要望・苦情等

（０．7）

「適正」

7

10

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

平成３０年２月７日～平成３０年２月２８日

利用（通所）者

無記名アンケート、施設内回収箱にて回収

別紙のとおり

調査結果

【自主事業を実施している場合の評価】
　
【総合的な評価】
・施設の管理運営については、仕様書等に基づき適切に実施されている。
・通所者数は昨年に比べ増加になってきたため、今後も関係機関等と連携しながら利用促進に努め、引き続
き新規利用者の受入れや継続的な通所につながるように取り組んでいただきたい。
・今後も安定した作業の確保、販路の拡大、施設外就労の機会拡大、自主製品の販売促進等に努めていた
だき、工賃アップを図ってほしい。

利用者様は、新規契約５名、契約解除５名、年度末の契約者数は前年度と同様の31名となった。新規契約
は、松本養護学校高等部卒業生のほか、利用者様や精神科病院からのご紹介からご利用に至ったもの。
契約解除については、介護や医療の比重が大きくなり、検討を重ねたのちに他事業所や医療に移行となっ
たもの。利用料収入については、平均利用率が若干伸びたことや、加算申請の影響もあり、昨年度に比し
大きく伸ばすことができた。
作業については、既存の取引先企業様からの受注量に大きな波があったが、新規取引先企業様を２件開
拓し、昨年度と比べ工賃支給額を伸ばすことができた。
特に、介護や医療の比重が大きくなった利用者様への対応において、適切なサービスを提供する事が困難
となっていった際に、要望や苦情として貴重なご意見をいただくことがあった。職員の支援方法や応対につ
いて深く反省し、日々検討を積み重ねている。長野県福祉サービス運営適正化委員会、第三者委員等から
のご指導や助言を受けて、相談支援事業所、行政機関、医療機関と連携を取って他事業所や医療への移
行も含めた対応をさせていただいている。

利用者様のお気持ちに寄り添いながら、必要な支援体制を組んでいかれるよう、日々検討を重
ねていきたい。
作業については、自主生産として、利用者様の取り組める作業内容と、お客様に購入していただ
ける製品とのバランスを取りながら、新たに野菜や果物のドライ製品事業を展開していきたい。

要望・苦情への
対応状況

平成29年度の
自己評価

B

（１．０）

今後の目標

             総　合　評　価　　（4段階評価）　の　基　準

Ａ

Ｄ （０．２）

（０．５）



３　利用者による評価

１

２

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

調査結果

利用者からの意見
要望・苦情等

・生活のリズムがとれるようになってきた。
・下請作業で新しい作業はきちんと説明を受けたい。
・作業中等におしゃべりをする人が多いので注意してほしい。
・職員がちゃんと相談にのってくれる。

調査項目と調査結果

調査項目 回　　　　　　答

通所の目的
（複数回答）

工賃を得る21名、仲間に会える18人、一般就労のため9人
居場所14名、生活のリズム21名、主治医のすすめ1名

心境の変化
通所をするようになってから、何か変わったか
変わった12名、変わらない10名、わからない4名、無回答1名

好きな作業
（複数回答）

農業（畑作業）12名、木工13名、手芸10名、資源（整理、搬入）12名、
牛乳パック切り8名、企業下請け23名、清掃12名、
リンゴ農園（摘花、葉摘み）6名、スカイパーク（花壇整備）13名

苦手な作業
（複数回答）

調査対象利用者の概要

施設利用者数：３０名　内、回答者数２７名（回収率90.0％）

【別紙】

利用者アンケート
実施時期 平成３０年２月７日～平成３０年２月２８日
調査対象 利用（通所）者
調査方法 無記名アンケート、施設内回収箱にて回収

通所年数　1年未満：4名　1～3年：4名　3～5年：1名　5年以上：18名

農業（畑作業）9名、木工4名、手芸11名、資源（整理、搬入）3名、
牛乳パック切り5名、企業下請け2名、清掃3名、
リンゴ農園（摘花、葉摘み）5名、スカイパーク（花壇整備）4名

コミュニケーション
（利用者間）

仲良く話しができますか
はい20名、いいえ2名、わからない4名、無回答2名

相談に乗って欲しい時の職員の対応
とても良い15名、良い10名、やや悪い2名、悪い0名、無回答0名

個人情報保護
プライバシーは守られていると思うか
はい24名、いいえ0人、わからない3名、無回答0名

制度の説明等
工賃の仕組みはわかりやすいですか
はい24名、いいえ1名、無回答2名

コミュニケーション
（対職員）


